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上部の歯と歯グキの境目を、
ゆっくりと約30秒程度ブラシでなぞっていきます

検査キット 手鏡

③保存容器にブラシを入れる

■GCF歯肉溝バイオマーカー検査とは
炎症によっておこる体の変化（バイオマーカー）を測定します。見えない変化を数値で表すのが生化学検査です。
歯肉の炎症の度合いや歯周病の予測を行います。

■検査ってどんなことするの︖
歯と歯肉の境目には、歯肉溝（ポケット）があります。ここからにじみ出る液を専用のブラシでとります。
歯肉溝を約30秒間、優しくなぞるだけで終了です

＼ 3ステップ（3分）で出来る検査です ／

保存容器にブラシを入れ、
しっかりと蓋を閉めてください

①準備 ②自己採取

準備するもの

https://jpm1960.org/jikosaishu/
歯周病検査の手順 ↑ 動画はこちら
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歯肉溝には様々なバイオマーカーが出現

GCFは歯周病を調べるために最適の生体試料です

GCF＝歯肉溝滲出液 検査でわかること

歯肉
歯肉溝

（歯周ポケット）

象牙質

歯槽骨

エナメル質

炎症マーカー 白血球活動
Lf ︓ ラクトフェリン（白血球顆粒成分）

炎症（白血球活動）の度合い・歯周病の悪化の予測が出来ます
A 異常なし（－） 0.4㎍/mL未満, B 要注意（±）0.4㎍/mL以上, C 要受診（＋）0.8㎍/mL以上

出血マーカー 血漿蛋白滲出
AT ︓ α１アンチトリプシン（血漿・血清蛋白）

歯周病の進行度が確認できます
A 異常なし（－） 0.4㎍/mL未満, B 要注意（±）0.4㎍/mL以上, C 要受診（＋）0.8㎍/mL以上

組織破壊マーカー
AST ︓ アスパラギン酸 10㎍/mL以上︓±軽い注意

アミノトランスフェラーゼ（細胞内酵素）
組織破壊の指標 歯周組織の破壊度が確認できます

A 異常なし（－） 10㎍/mL未満, B 要注意（±） 10㎍/mL以上, ※参考値のため、（＋）ありません
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検査結果は、参加者別に以下のお知らせをお送りします。
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歯周病検査

歯ぐきの健康度が分かる痛くない歯周病検査

成人の8割は
歯周病！

歯周病は様々な全身疾患と関連しています！

歯周病が原因で「糖尿病」「心疾患」「認知症」「脳梗塞」など

様々な病気を引き起こすことが分かってきています。

また「メタボ・肥満」の方は歯周病になりやすく、悪化しやすいので

早期にお口の状態を検査し、全身疾患の予防を図りましょう！

大切なのは

早めのチェック！

検査は簡単！
検査ブラシで歯と歯ぐき
の境目をなぞるだけ！

個人結果表

募集期間 4月22日（月）～5月10日（金）

のご案内

糖尿病

心疾患

脳梗塞

動脈硬化

認知症

誤嚥性
肺炎

検査キット

返信用封筒にて
検査容器を投函

ご自宅に結果が
届きます

1 2 3
自分で採取

※検体到着より約3週間後

歯肉溝
バイオマーカー検査
炎症によっておこる体の変化を測定します。
歯肉の炎症の度合いや歯周病の予測を行います。

対象：40歳以上の被保険者・被扶養者の方（令和6年4月1日時点）

検査キット6月3日（月）以降発送 検体回収6月28日（金）必着

検査費用

無料
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